
 

 

 

 

 

 

１年の終わりと新しい時を前にして 
副校長 金木 圭一 

 

開校３０周年記念式典を終えて 

 １１月１０日（土）の開校３０周年記念式典は、

快晴の下、多くのご来賓にご臨席賜り、無事に挙

行することができました。これも、地域の皆様、

保護者と教職員の会の皆様のお力添えがあっての

ことと感謝しています。 

また、前日の子供まつりや当日の朝会では、１

年生から６年生までの全員が、春日小学校の誕生

日を祝う気持ちにあふれていました。特に当日式

典に参加した４～６年生は、出席しない１～３年

生の思いも受け止めて、姿勢正しく、立派な態度

でありました。式典に参列された皆様から、多く

の称賛をいただき、合唱・合奏では拍手が鳴りや

みませんでした。本校の子供たちの成長した姿が

見られた１日でした。 

開校３０周年実行委員会の上原 益雄 委員長も

「昨年度からのバザーや当日のお手伝いなど、地

域、保護者の皆様のご協力があり、無事に開校３

０周年記念式典を終えることができました。かか

わってくださった皆様に感謝しています。」とのお

言葉をいただいています。 

開校３０周年を一つの節目とし、今後も地域、

保護者とともに歩んでいく学校でありたいと思い

ます。今後もよろしくお願いします。 

ミニコンサートに向けて 

 １２月７日（金）・８日（土）はミニコンサート

です。今年のテーマは「歌でつなげる音楽の輪」

です。すでにプログラムを配布させていただきま

したが、学級や学年の歌や開校３０周年記念式典

で行った合唱・合奏などを行います。音楽室から

は日々、子供たちの素敵な歌声が聞こえてきます。 

 音楽を辞書で調べますと「音による芸術」と記

されています。また「芸術」を調べますと「美を

追求・表現しようとする人間の活動」とあります。

本校の子供たちの歌声を聴いていますと、まさに

各学年段階にふさわしい「芸術」と言えるのでは

ないかと思っています。保護者鑑賞日は１２月８

日（土）となっています。ぜひ、当日を楽しみに 

 

していただきたいと思います。 

 人は芸術に触れた時、その作品の「美」を感じ

ようとします。しかし、人それぞれがもつ「美」

の価値は異なります。学校では、道徳の時間に学

ぶ価値に次のようなものがあります。 

第１・２学年 

「美しいものに触れ、すがすがしい心をもつ」 

第３・４学年 

「美しいものや気高いものに感動する心をもつ」 

第５・６学年 

「美しいものに感動する心や人間の力を超えた

ものに対する畏敬の念をもつ」 

 道徳の時間には様々な資料を活用しながら、ま

た、他教科等では様々なものと出会わせ、触れさ

せるなど、道徳的価値を育んでいます。美しいも

のに触れたとき、感動したとき、素直に表現でき

ることが必要ではないでしょうか。もちろん言葉

にならないほどの感動に出会うこともあります。

そのことを素直に表すことができる人になってほ

しいと願っています。 

 ミニコンサートで子供たちはどのような「美」

に出会うのか、楽しみです。 

冬休みを迎えるにあたって 

年末を迎え、各ご家庭では大掃除やお正月の準

備に忙しい日々を過ごされるのではないでしょう

か。子供たちにとっては楽しみな行事があり、心

もうきうきする時でもあります。 

 子供時代を振り返りますと家の隅々まで掃除を

し、障子を張り替え、友達や先生に年賀状を書き、

お節料理をつまみ食いし…など、年末の様子が思

い出されます。年が明けお年玉をもらい、店が開

いていない町を見ながら、早く過ぎないかなとも

思っていました。 

 現在、年末年始に合わせて町の様子は飾られま

すが、店は開き、普段と変わらない生活を送るこ

ともできます。そんな時だからこそ、日本の伝統

を見つめる機会をつくり、その意味を考えること

も大切かと思います。 
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１１月９日に子供まつり（記念集会）、翌１０日に開校３０周年記念式典と開校３０周年記念行事が開催

されました。春日小学校が３０周年を迎えたことを児童、教職員、地域の方々、本校に携わった多くの方々

と共に祝うとともに、春日小学校の歴史と伝統の大きな節目としてこれまでお世話になった方々に感謝の気

持ちを表す２日間となりました。 
 

３０周年記念式典 

 ３０周年記念式典には、春日小学校を代表して４・５・６年生が式典

に参加しました。式典中の高学年の態度はとても立派でした。背筋の伸

びた立派な姿勢、心のこもった合唱や合奏等、来賓として祝辞を述べら

れた区議会議長さんからも、お褒めの言葉をいただきました。 
式典の中で、お祝いとして「喜びの言葉」を行いました。「喜びの言

葉」では、春日町にはおよそ３万年前もから人が住んでいたという大昔

の様子や、春日小学校建設にあたり発掘された尾崎遺跡のこと、開校 
当時の学校の様子や行事の様子などをプレゼンテーションしました。 
また、全校児童に「春日小学校のここが好き」というアンケートをとり、

春日小学校の良いところをまとめて発表しました。全校児童が思う春日

小学校のよいところは、２つある校庭、いつもきれいな校舎、おいしい

給食、優しい友達や先生方の存在などが挙げられました。 
 先輩たちが築いてくれた３０年の歴史、学校を支えてくださった方々

の努力、この春日小学校に深く心を注いでくださったすべての方々に感

謝の気持ちを表すとともに、さらに春日小学校を発展させていくことを

誓いました。 『百年続け、春日小学校』 
 

３０周年子供まつり 

式典の前日に行われた子供まつりでは、全校児童で３０周年をお祝いしました。第１部では、１・２・３

年生による群読「おまつり」や、４・５・６年生の「喜びの言葉」、春日小学校の３０年の歴史をまとめた

映像を見ました。第２部では、ダンスクラブの発表や運動委員会が中心となって計画した全校ダンス、代表

委員会が中心となって計画した春日ウルトラクイズなどが行われました。そしてメインは全校プレゼントタ

イム。春日小学校へのプレゼントとして全校児童で協力して作った特大ケーキを組み立てました。みんなで

ろうそくを吹き消した後は、特大ケーキを囲み、ペンライトを持って「だれにだってお誕生日」を歌いまし

た。 
アイディアと創意あふれる子供まつりになり、全校児童にとって心に残る記念行事になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（特別活動主任 兼 開校３０周年委員長 葛城 貴代） 

＜喜びの言葉～合唱～＞ 

＜記念式典＞ 

＜群読 おまつり＞ ＜全校プレゼントタイム＞ ＜お祝いのくす玉＞ 



 

 

 

 

 

作ってためしてまた作り、もっとよくなるように考えてまた作る、を繰り返しながら作りました。製作中の子供

たちのひとことを紹介します。   

 

 

 

○パラシュート 

 材料：ビニール ひも ねん土 

 ジャングルジムの上からためしに落としてみたら、スト

ンと下にすぐに落ちてしまったので、おもりのねん土を

ちょっと減らしたら、きれいに回りながらおちました。 

 

○さかみちゴロゴロ 

 材料：カップ麺のカップ ひご ねん土 

 ねん土の大きさをいろいろかえてみて、ちょうどいい大

きさになったら転がりました。 

 

○ほかけ車 

 材料：ティッシュペーパーの箱 ひご 

    ペットボトル・牛乳キャップのふた 

 ・タイヤがななめになって動かなくて困りました。 

 ・帆が大きすぎて動かなかったから、切って小さくし 

てためしました。 

 

○ぴょんぴょんがえる 

 材料：段ボールの切れはし・牛乳パックの切れはし 輪 

ゴム 

 ・輪ゴムをひっかけすぎて牛乳パックが折れてしまい、 

うまく跳びはねませんでした。 

 ・切り込みが大きすぎて跳びませんでした。 

 ・段ボールで作ったら、本当のかえるみたいにぴょんぴ

ょん跳びました。 

 ・小さい輪ゴムにかえてみたら高く跳びました。 

 

 

 

○ストローピストル 

材料：ストロー 輪ゴム 

工夫したのは、ストローを長くして、輪ゴムをねじった

ところです。ねじってとばすと、とぶ距離が長くなりま

した。 

 

○リングひこうき 

材料：ペットボトル わりばし 

よく飛ぶように、わりばしの先にティッシュペーパーで

おもりをつけました。何回もおもりのおもさを考えて、

一番とぶようにくふうしました。 

 

○ゴムロケット 

材料：厚紙 輪ゴム わりばし 

何回も何回もためしてみて、ゴムを二重にして、わりば

しも２本にしました。前よりもよくとぶようになってう

れしいです。 

 

○アヒルの親子 

材料：カップ麺のカップ タコ糸 乾電池 輪ゴム 

しくみは乾電池に輪ゴムをまきつけて走らせるもので

す。最初は乾電池が大きすぎたので、小さい乾電池にか

えると、ヨチヨチとアヒルが歩いてくれました。 

 

○ブーメランとゴムロケット 

材料：わりばし 輪ゴム 厚紙 

発射台を作るとき、輪ゴムは１個だったけど、２個つな

げると遠くにとぶようになりました。今度は、そのつな

げたわゴムを二重にすると、もっととぶようになってび

っくりしました。 



 
11 月 16 日に春日町保育園、春日町

第 2 保育園の年長さんをお招きして、
交流会をしました。 
生活科「あきとともだち」の学習で

行った、どんぐり拾いを発展させ、ど

んぐりを使ったゲーム屋さんを考え、

作りました。交流会が盛り上がるよう

会の名前は「どんぐりゆうえんち」に

決めました。 
当日は、ゲーム屋さんと案内役に分

かれ、年下のお友達が楽しめるように、

やさしくリードすることができまし

た。たくましく成長したことを実感し

た一日でした。 

   どんぐりゆうえんち 1年 
平成２４年度 １２月行事予定 

日 曜 主 な 行 事 

1 土 はるのひまつり 

2 日  

3 月 音楽鑑賞教室（５年） 

4 火 全校昼会・安全指導 

5 水 4時間授業 

6 木 ミニコンサート リハーサル 

7 金 ミニコンサート(児童鑑賞日) 

8 土 ミニコンサート（保護者鑑賞日） 

9 日  

10 月 個人面談・4時間授業 

11 火 個人面談・4時間授業 

12 水 個人面談・4時間授業 

13 木 個人面談・4時間授業 

14 金 個人面談・4時間授業 

15 土  

16 日  

17 月 児童集会・委員会 

18 火 社会科見学（５年） 

19 水 大掃除（２～６年） 

20 木 避難訓練・交流給食・大掃除（１年） 

21 金 給食終 

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休日 

25 火 全校昼会・給食なし・下校１２：２０ 

26 水 冬季休業日始 

１/7 月 冬季休業日終 

８ 火 集団登校・給食始・全校昼会 

９ 水 集団登校・身体測定（５．６） 

１０ 木 集団登校・身体測定（３．４） 

１１ 金 身体測定（１．２）・安全指導 

１２ 土 公開日・学習発表会（１・５） 

11月 29日に職業体験を行いました。 
 保育園、幼稚園、本屋、図書館、花

屋、コンビニエンスストア、デイサー

ビスセンターなど11か所に分かれて体
験をしました。 
 お店では、レジに立たせてもらった

り、商品の陳列をしたり、保育園やデ

イサービスセンターでは、お年寄りや

子供たちと楽しく接することができた

ようです。 
 体験したことをもとに、子供たちが

これから先の自分の人生に目標をも

ち、どんな中学生になっていきたいか

考えられるような活動にしていきたい

と思っています。 

職業体験 6年 


